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自閉的要素と多動的要素No79

2021年12月24日作成 義髙 亙（202４年１２月２０日一部改訂）

〇人にある要素

人には様々な要素があります。沢山の要素があり、複数の要素が

複雑に絡み合う場合もあります。

ADHDと自閉症は要支援で支援するケースがあります。ここでは

課題を明確にしていくために、自閉的要素と多動的要素という二つ

の要素について分類して考えてみます。この二つの要素もASDとい

う複雑に混合する場合もあります。二つの要素を独立させて考えた

場合、自閉と多動という要素は時に相反する対応が必要な時があり

ます。

SACSという個性の価値判断の基準に当てはめてみます。この要

素が特徴的に出ているケースを挙げてみます。

自閉的要素は「こだわり」と「他者との共感性」に課題があることがわ

かります。多動的要素は「落ち着き」に課題があることがわかります。

自閉的要素は単独でじっくり自分のペースで活動することが好ま

しいです。多動的要素は人とかかわる動きのある活動が好ましいで

す。自閉は計画的に行う静的活動が良いですし、多動は柔軟で変化

がある動的活動が良いです。この二つの両立は難しい事です。

例えば、自閉的要素の支援となる静的活動を行うとします。その時多

動的要素の対応は低下します。逆に多動的要素の対応のために動的

活動を行います。その時自閉的要素の対応は低下します。

〇コップ一杯の水

対応力をコップ一杯の水にたとえるとします。水の量は劇的に増

えることはありません。どちらかに傾ければ、一方が手薄な対応とな

ります。教育界では頑張れば、必ず全てが上手く行く、というような

神話が幅を利かせることがあります。しかし両極にあるこの要素に

都合よく水を傾けることは困難です。

かつて、席を立って座らない、騒がしく話したり歩いたりする、と

いう多動的な子供の課題が目立っていました。それを受けてここ最

近まで多動的要素に水を傾け、動的活動を増やしてきた傾向にあり

ます。それは増加した行事や行事の準備期間が動的活動になってい

ることからもうかがえます。それは多動的要素の子どもの対応にな

ってきたように思えます。しかし静かに物言わぬ自閉的要素が強い

子供にとってはどうでしょうか。

授業を保護者が参観する場合、成果を学校外部に発信する場合、

立ち歩く子供が課題と言われている場合、動的活動で多動傾向の要

素に対応している姿は評価を得られてきたでしょう。

その動的活動を増加させてきたとしたら、自閉的要素がある子供が

どうなってくるでしょうか。自分のペースで個々に落ち着いて、静か
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に自分の計画性をもって活動する子どもはどうなってくるでしょう

か。不登校傾向を増加させてきている現状を考えてみてはどうでし

ょうか。
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